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さるふつをもっと好きになる
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令和８年度、新たに採用された職員をご紹介します。
①種職　②出身地　
③最近ハマっていること　④特技

新しい役場の顔新しい役場の顔

猿払支署消防団係

　猿払村で育ってきて、今まで
支えてもらった家族や地域の皆
さんに恩返しができるように一
生懸命努力し、猿払村に住んで
いて良かったなと思ってもらえ
るよう、少しでも力になれれば
いいなと思っています。一生懸
命頑張りますので、これからも
よろしくお願いいたします。

①建築技師　②猿払村
③ドライブ　④バドミントン

建設課土木建築係
松
ま つ や

谷　亮
りょうた

汰

　地方行政職員として初めての
勤務（元自衛官）ではあります
が、危機対策担当として、みな
さんと共に、各種災害に柔軟に
対応できる環境を構築し、安
心・安全な地域社会を創りあげ
られるよう尽力していきます。
よろしくお願いします。

①防災専門職　②高知県高知市
③散策（自然観賞、森林浴）
④渓流釣り

総務課
笹
ささおか

岡　照
のぶまさ

幹

　初めてのことが多い中で、
様々な方々にご迷惑おかけす
ると思いますが、一日でも早
く仕事を覚え、皆様から信頼
していただけるように尽くし
て参ります。何卒、よろしく
お願いいたします。

①保育士　②旭川市
③ドライブ　
④ディアボロ（中国ごま）

飯
いいじま

島　洸
こ う き

希

　社会人としてのスタートを、
猿払村で迎えられたことを嬉し
く思っております。不安や緊張
もありますが、一日でも早く仕
事に慣れ、猿払村の保育に貢献
できるように頑張ります。どう
ぞよろしくお願いいたします。

①保育士　②神奈川県葉山町
③サウナ・動画編集
④料理・車の運転

鬼志別保育所保育係
安
や す だ

田　桜
さくら

　この度ご縁があり保育士として
採用していただきました。不慣れ
なことも多く村民の皆様には沢山
ご迷惑をおかけしてしまうことも
あると思いますが、一日でも早く
職場に慣れ、村民の皆様と良好な
関係を築いていけたらと思ってお
りますので、どうぞよろしくお願
いいたします。

①保育士　②旭川市
③野球観戦
④物づくり・PC関連

鬼志別保育所保育係
山
やまもと

本　海
か い と

斗

　生まれ育った猿払村で消防職
員として働けることを大変うれ
しく思います。まだ至らない点
も多いですが、一日でも早く仕
事を覚え、猿払村の皆さまの安
心、安全を守れるよう精一杯努
めてまいります。どうぞよろし
くお願いいたします。

①消防士　②猿払村
③ゴルフ　④野球

熊
くまがい

谷　壱
いっせい

世

　猿払村の皆様に信頼していただ
けるような保健師になれるよう、
一つ一つの仕事を丁寧に精一杯頑
張っていきたいと思います。少し
でも早く村の生活にも慣れ、村の
魅力なども学びながら成長してい
きたいと思っております。これか
らよろしくお願いいたします。

①保健師　②岩手県紫波町
③映画鑑賞、サウナ
④バスケットボール

保健福祉課健康推進係
髙
たかはし

橋　晶
ま ほ

望

　猿払に来て数日しか経って
いませんが、少しでも早くな
じめるように頑張っていきた
いです。まだわからないこと
も多いですが、一つひとつ学
びながら成長していきたいで
す。今後は信頼されるよう、
努力を積み重ねていきます。

①消防士　②稚内市
③ギター　④サッカー

猿払支署警防係
松
ま つ や

谷　悠
ゆ う り

里

鬼志別保育所保育係

　猿払村にはよく釣りをしに来
ていてすごく好きな場所だった
ので、就職が決まってすごく嬉
しかったです。仕事も一人暮ら
しもわからないことばかりです
が、少しでも村に貢献できるよ
うに頑張りますのでこれからよ
ろしくお願いします。

①消防士　②豊富町
③筋トレ　④筋トレ

猿払支署救急係
岳
おかうえ

上　元
げん
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０
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丹治　義一
担当：浅茅野台地

佐藤　美知子
担当：鬼志別南町

小野　政昭
担当：鬼志別北町

笠井　由美
担当：知来別

竹田　靖子
担当：浜鬼志別

盛田　孝子
担当：鬼志別東町・豊里

丹治　美智子
担当：知来別

世永　千明
担当：全地区

尾崎　博子
担当：全地区

菊池　博子
担当：猿払・狩別

大西　笑子
担当：浅茅野

今井　吉子
担当：鬼志別西町

榛澤　弘章
担当：浜鬼志別

民生委員・児童委員

主任児童委員
橋本　敦子
担当：小石

白田　美智子
担当：芦野

小野　喜久治
担当：浜猿払

7 ― ― 6



7 ― ― 6

むらのできごとむらのできごと

7 ― ― 6

令和７年度有害鳥獣駆除事業の実施結果について

　日頃より、村の有害鳥獣対策にご理解とご協力をいただき心より感謝申し上げます。
　近年シカやアライグマ等による農作物の食害に加え、ヒグマの市街地への出没による生活

環境への被害が深刻化しております。これに対し、村民のみなさまの安全確保を最優先課題

とし、「鳥獣被害防止計画」に基づき、猟友会等の関係機関と連携した捕獲事業を推進して

まいりましたのでその結果について報告します。

駆除動物 駆除方法 駆除頭数

エゾシカ 銃器及びわな 500頭

ヒグマ 銃器及びわな １頭（見回り16回）

キツネ 銃器及びわな 292頭

カラス 銃器及びわな 232羽

アライグマ 銃器及びわな 272頭

　株式会社テイシン様から、猿払村への一般寄

附が村長に手渡されました。

　いただいた寄附金は貴重な財源として本村の

各種事業の推進に役立たせていただきます。

　鬼志別保育所卒園式が行われ、27名が卒園し

ました。一人ひとり、向井所長から保育証書を

受け取り、固い握手を交わして感謝の気持ちを

伝えていました。その後、卒園児から保護者へ

花束とともにメッセージが贈られました。

　４月からは小学生として、たくさんのことに

チャレンジし、楽しい学校生活にしてください。

　ご卒園おめでとうございます。　　　　　

　鬼志別保育所入園式が行われ、６名の新入園

児を迎えました。新家所長から祝辞が述べられ

たのち、担任の先生に名前を呼ばれた子どもた

ちは、恥ずかしがりながらも元気いっぱいに返

事をしていました。

　新入園児の皆さん、新しいお友達と仲良く、

たくさん遊んでください。

　ご入園おめでとうございます。

　高橋透監査委員が北海道町村等監査委員協議

会から表彰されました。

　高橋さんは平成27年５月から議会選出の監査

委員として在職され、本村の財務事務の適正な

執行や行政運営の監査に尽力されてきた功績が

認められ、このたびの受賞となりました。

　小学校へ入学された27名へ各団体から文房具

や安全啓発グッズが贈られましたので、ご紹介

します。　※敬称略

■猿払ライオンズクラブ

・図書カード

■猿払村商工会女性部

・図書カード

・緊急用呼子笛

■稚内信用金庫　鬼志別支店

・アンパンマンハンカチ

■知来別　中山　紀代子

・交通安全キーホルダー

■株式会社みずほフィナンシャルグループ

■損保ジャパン株式会社

■明治安田生命保険相互会社

■第一生命保険株式会社

・交通安全ワッペン

■株式会社コンサドーレ

・定規・分度器セット

■生活協同組合　コープさっぽろ

・交通安全ランドセルカバー

■稚内地区安全運転管理者協会

・ランドセルカバー

■猿払村交通安全協会

・自転車用ヘルメット

■猿払村教育委員会

・Ａ４クリアファイル

・トートバック

村の事業推進に有効活用
３月19日(木)日３月24日(火)日 役場場鬼志別保育所場

鬼志別保育所卒園式鬼志別保育所入園式 在職10年以上を称えて
役場場３月30日(月)日鬼志別保育所場４月３日(金)日

新１年生の入学を祝って贈り物
▲記念品を届けに来てくださった商工会女性部の方々
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小麦畑できみが歌えばカフェーの帰り道 警備のプロが教える詐欺対策の新常識

しらんけどな 戦国X兄弟ー真田兄弟ー魂の約束せかいはすきであふれてる

北海道の小麦農家でのびのび

育った18歳の唯吹。 幼少期に祖

母と行ったリサイタルで美しい歌

声に感動し、 歌うことが大好きに

なった。 けれど、 あの声を出した

いという願望と、 舞台に立ちたい

と思うことは結びついていなかっ

た。あの日までは…。自分の “楽

器” と向き合い懸命にくらいつく

唯吹だが、 進むにつれて大切な

仲間との別れもある。 果たして栄

光を手に入れることができるのか。

東京・上野の片隅にある、 あま

り流行っていない 「カフェー西

行」。 食堂や喫茶も兼ねた近隣住

民の憩いの場には、 客をもてな

す個性豊かな女給がいた。 竹下

夢二風の化粧で注目を集めるタ

イ子、 小説修業が上手くいかず

焦るセイ、 嘘つきだが面倒見のい

い美登里を、 大胆な嘘で驚かせ

る年上の新米・園子。 大正から

昭和にかけ、女給として働いた“百

年前のわたしたちの物語”。

「至急、 確認が必要です」 「す

ぐに振り込んでください」 ニセ

警察、 還付金、 ＳＮＳ、 メール

―詐欺はどんどん巧妙に、 静

かに、 あなたのすぐそばに迫っ

ています。 気をつけるだけで

は、 もう防げない。 今日から

できる “だまされない仕組み”

と “暮らしの習慣”。 家族と自

分を守るための、 いちばん身

近な一冊。

中津がボケて、 港太がするどくツッ

コむ。それがマンザイコンビ 「しらん

けどな」 の芸風だ。 お笑いを愛して

やまない港太、 挫折からの再起を

かける中津、 「汚部屋女子」 のサイ

トにおぼれる小松崎―中学二年の三

人がたどりついたそれぞれの答えと

は？そして、 「しらんけどな」 のラス

トステージの幕が上がる！

真田家存続のため、 今生の涙

の別れを選んだ真田兄弟。 当

主になることに悲観的な兄を、

二人の弟が支える毛利兄弟。

いかなるときも、 お互いを信じ

続けた武田兄弟。 戦国時代を

力強く生き抜いた兄弟たちの熱

い絆の物語を収録。

おまえはいいよな。 すきなと

きにあそんで、 すきなときに

ねておこられてもきにしない

し、 がっこうへもいかなくてい

い。 がっこうではやらされるこ

とばっか。 やらなきゃいけない

ことばっか。 おれもねこになり

たいなぁ。「ここじゃないところ」

に行きたくなった少年が体験

する雨上がりの不思議なあの

日の物語。

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター

☎２－３６９５

上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

関　かおる　著 　倭文　浩樹　 著嶋津　輝 著

　大森　裕子　著

村上　しいこ 著 大門　櫻子 著

楽
し
い
季
節
に
入
り
ま
す
が
、
楽
し
い

季
節
を
満
喫
す
る
一
方
で
気
を
付
け
た

い
の
が
火
災
で
す
。
北
海
道
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
北
海
道
は
雪
解
け

の
３
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
山
火
事

（
林
野
火
災
と
も
言
い
ま
す
）
の
発
生

が
多
い
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

春
は
移
動
性
高
気
圧
に
覆
わ
れ
、
晴

れ
る
日
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
同
時
に

空
気
が
乾
燥
し
強
い
南
西
風
が
吹
く
こ

と
が
多
い
時
期
で
す
。
こ
の
よ
う
な
気

象
条
件
に
な
る
と
、
人
が
火
を
お
こ
す

以
外
に
も
、
木
と
木
が
擦
れ
て
生
じ
る

摩
擦
に
よ
っ
て
も
火
種
が
発
生
し
や
す

く
、
わ
ず
か
な
火
種
で
も
一
気
に
燃
え

広
が
り
、
予
想
以
上
の
速
さ
で
延
焼
範

囲
が
拡
大
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

気
象
台
で
は
、
空
気
の
乾
燥
し
た
状
態

の
と
き
は
乾
燥
注
意
報
を
、
ま
た
風
の

強
い
状
態
の
と
き
は
強
風
注
意
報
を
発

表
し
ま
す
。

　

乾
燥
注
意
報
や
強
風
注
意
報
が
発
表

さ
れ
て
い
る
日
は
屋
外
で
の
火
の
使
用

を
控
え
る
こ
と
や
、
火
を
使
っ
た
際
は

そ
の
場
を
離
れ
ず
、
完
全
に
消
火
し
た

こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
稚
内
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
２
ー
２
３
ー
２
６
７
９

予
定
で
す
が
、
転
居
等
で
住
所
が
変
更

に
な
り
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
方
は

住
民
変
更
の
手
続
き
は
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税

部
（
０
１
１
ー
７
４
６
ー
１
１
９
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
宗
谷
総
合
振
興
局
税
務
課
税
務
係

☎
０
１
６
２
ー
３
３
ー
２
５
２
０

　     
中
山
間
地
域
等
と
は
、
平
野
の
外
縁

部
か
ら
山
間
地
等
の
農
業
生
産
条
件
の

不
利
な
地
域
を
指
し
ま
す
。
山
地
の
多

い
日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
山
間
地

域
が
国
土
面
積
の
65
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
猿
払
村
の
農
地
は
積
算
温
度
が
低

く
草
地
比
率
の
高
い
土
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
自
然
的
、
経
済
的
、
社
会
的
条

件
が
不
利
な
地
域
と
し
て
、
中
山
間
地

域
等
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
 

国
は
、
農
業
生
産
の
維
持
や
耕
作
放

棄
地
の
増
加
防
止
な
ど
、
農
地
の
多
面

的
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
と
し
て
、

直
接
支
払
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
共
同
取
組
活
動
の
主
な
内
容

― 10

・ 

農
業
生
産
活
動
の
体
制
整
備
に
向
け

た
活
動
と
し
て
乳
牛
検
定
組
合
・
家
畜

自
衛
防
疫
組
合
・
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
組
合

へ
の
支
援
、
牛
舎
防
虫
消
毒
、
有
害
鳥

獣
駆
除
支
援
な
ど
。

・ 

水
路
・
農
道
の
維
持
管
理
と
し
て
農

地
、
農
道
や
排
水
路
の
巡
回
点
検
。

・ 

農
用
地
の
維
持
管
理
活
動
と
し
て
公

共
牧
場
整
備
に
係
る
農
業
機
械
購
入
。

・ 

そ
の
他
、
地
場
産
品
消
費
拡
大
と
し

て
さ
る
ふ
つ
牛
乳
の
学
校
給
食
利
用
促

進
、
保
健
休
養
を
高
め
る
取
組
と
し
て

老
人
ク
ラ
ブ
花
壇
整
備
活
動
の
支
援
な

ど
。

●
交
付
対
象
農
地
面
積

　

４
７
，
４
８
８
，
３
５
９
㎡

●
交
付
金
額

　

７
１
，
２
３
１
，
９
０
７
円

●
交
付
金
の
主
な
使
途

・ 

農
家
個
々
が
農
地
保
全
等
に
使
用
し

た
額　

３
０
，
１
５
６
，
０
０
０
円

・ 

集
落
と
し
て
共
同
取
組
活
動
に
使
用

し
た
額　

４
１
，
０
７
５
，
９
０
７
円

　 
 

道
北
に
も
や
っ
と
春
が
訪
れ
、
ド
ラ

イ
ブ
や
山
菜
採
り
な
ど
屋
外
の
活
動
が

　

総
務
省
で
は
６
月
１
日
を
「
電
波
の

日
」
と
し
、
６
月
10
日
ま
で
を
「
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」

と
定
め
、
電
波
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル

の
周
知
・
啓
発
発
動
を
行
い
ま
す
。

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で
は
電

波
を
監
視
し
、
正
し
い
電
波
環
境
の
維

持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご
相
談

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

☎
０
１
１
ー
７
３
７
ー
０
０
９
９　
　
　
　

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
１
日
㈪

で
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

　

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
納
付
が
で
き
ま
す
。
お
手
持
ち
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か

ら
、
決
済
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
納
付
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
は
５
月
７
日
㈭
に
発
送

６
月
１
日
は
「
電
波
の
日
」

で
す

山
火
事
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う

初めての冬、初めての挑戦

　猿払村に来て初めて迎えた冬

は、さまざまなウインタースポー

ツに挑戦しました。

　スキーに挑戦し、滑るときの

姿勢や歩き方の練習をしました。

　２月には稚内市で開催された

イベントに参加し、スノーシュー

で大沼の周りを歩いたり、外で

カーリングも体験しました。イ

ベント中は氷上で遠近法を使

い、まるで手のひらに人が乗っ

ているように見える写真を撮影

するなどして楽しみました。毎

年行っているという高齢者住宅

の除雪ボランティアにも、拓心

中学校の２年生と一緒に参加し

ました。

　また、この冬より「天北長寿

焼きサークル」に所属しました。

サークルに入ったきっかけは、

高校時代に美術の授業で陶芸を

経験して、もともと陶芸には興

味がありました。昨年のベトナ

ム料理教室で天北長寿焼きサー

クルの皆さんに出会い、サーク

ルに招待していただきました。

　初日は、手作り陶器のカップ

の作り方を皆さんに優しく丁寧

に教えていただきました。ろく

ろという回転台の上に粘土を置

き、形を整えていく作業がとて

も楽しかったです。初めて作成

したカップは拓心中学校で使用

しています。今は、タイ焼きの

形をしたオカリナを作成中で

す。今後も様々な技術に挑戦し

ながら、創作を楽しみたいです。
作成中のタイ焼きの形をしたオカリナ

Hello!!
ALT
外国語指導助手（ALT）

アマニ

令
和
８
年
度
自
動
車
税
の
納

期
内
納
税
の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
度
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
事
業
実
績



地ち
い
き域

の
力
ち
か
ら

で
命
い
の
ち

を
守ま
も

る

個こ
べ
つ
ひ
な
ん
こ
う
ど
う
け
い
か
く

別
避
難
行
動
計
画
の
重
じ
ゅ
う
よ
う
せ
い

要
性

近き
ん
り
ん
じ
ゅ
う
み
ん
ど
う
し

隣
住
民
同
士
で
の
助た

す

け

合あ

い
が
重

じ
ゅ
う
よ
う要

　

東ひ
が
し
に
ほ
ん
だ
い
し
ん
さ
い

日
本
大
震
災
で
は
、
多お
お

く
の
方か
た

が
津つ
な
み波

や
建た
て
も
の
と
う
か
い

物
倒
壊
な
ど
の
危き
け
ん険
に
直
ち
ょ
く
め
ん
面
し
ま
し
た

が
、
そ
の
中な
か

で
助た
す

か
っ
た
方か
た

の
多お
お

く
は
、

近き
ん
り
ん
じ
ゅ
う
み
ん

隣
住
民
に
よ
る
声こ
え

か
け
や
救
き
ゅ
う
じ
ょ
助
に
よ
っ
て

避ひ
な
ん
こ
う
ど
う

難
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
と
報ほ
う
こ
く告
さ

れ
て
い
ま
す
。
災さ
い
が
い
は
っ
せ
い
ち
ょ
く
ご

害
発
生
直
後
は
行
ぎ
ょ
う
せ
い政
や

消し
ょ
う
ぼ
う
防
が
す
ぐ
に
駆か

け
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

多お
お

く
、
最
も
っ
と
も
頼た
よ

り
に
な
る
の
は
、
す
ぐ
そ
ば

に
い
る
地ち
い
き域
の
皆み
な

さ
ん
で
す
。

　

こ
う
し
た
教

き
ょ
う
く
ん

訓
か
ら
、
災さ

い
が
い
じ

害
時
に
命

い
の
ち

を
守ま

も

る
た
め
に
は
、
日ひ
ご
ろ頃
か
ら
の
つ
な
が
り
や
、

い
ざ
と
い
う
時と
き

に
互た

が

い
に
声こ

え

を
か
け
合あ

う

地ち
い
き域
の
力
ち
か
ら
が
欠か

か
せ
な
い
こ
と
が
改
あ
ら
た
め
て
示し
め

さ
れ
て
い
ま
す
。
特と
く

に
、
高こ
う
れ
い齢
の
方か
た

や
障
し
ょ
う
が

い
の
あ
る
方か
た

な
ど
、
避ひ
な
ん難
に
時じ
か
ん間
が
か
か
る

方か
た

に
と
っ
て
、
近ち
か

く
に
い
る
住
じ
ゅ
う
み
ん
民
の
支し
え
ん援
は

大お
お

き
な
支さ
さ

え
と
な
り
ま
す
。

警け
い
か
い戒

レ
ベ
ル
に
応お

う

じ
た

早は
や

め
の
避ひ

な
ん難

が
重

じ
ゅ
う
よ
う要

　

猿さ
る
ふ
つ
む
ら

払
村
で
は
、
津つ

な

み波
、
風ふ
う
す
い
が
い

水
害
、

土ど
し
ゃ
さ
い
が
い

砂
災
害
、
そ
し
て
冬ふ
ゆ

の
暴ぼ
う
ふ
う
せ
つ

風
雪
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
自し
ぜ
ん
さ
い
が
い

然
災
害
が
発は
っ
せ
い生
す
る

可か
の
う
せ
い

能
性
が
あ
り
ま
す
。
特と
く

に
海か
い
が
ん岸
に
近ち
か

い

地ち
い
き域
で
は
津つ
な
み波
、
大お
お
あ
め
じ

雨
時
に
は
河か
せ
ん川
の

増ぞ
う
す
い水
や
浸し
ん
す
い水
、
冬と
う
き季
に
は
吹ふ
ぶ
き雪
に
よ
る

視し
か
い
ふ
り
ょ
う

界
不
良
や
交
こ
う
つ
う
し
ょ
う
が
い

通
障
害
な
ど
が
懸け
ね
ん念
さ
れ

ま
す
。

　

災さ
い
が
い害
が
発は
っ
せ
い生
し
た
際さ
い

に
は
、
村む
ら

が
指し
て
い定

す
る
避ひ
な
ん
じ
ょ

難
所
や
高た

か
だ
い台

な
ど
の
安あ

ん
ぜ
ん全

な
場ば

し
ょ所

へ
早は
や

め
に
避ひ
な
ん難
す
る
こ
と
が
大た
い
せ
つ切
で
す
。

津つ
な
み波

の
危き

け
ん険

が
あ
る
場ば

あ
い合

は
揺ゆ

れ
を
感か

ん

じ

た
ら
す
ぐ
に
海う
み

か
ら
離は
な

れ
、
高た
か

い
場ば
し
ょ所
へ

避ひ
な
ん難
し
、
大お
お
あ
め雨
や
洪こ
う
ず
い水
が
予よ
そ
う想
さ
れ
る
と

き
は
警け
い
か
い戒
レ
ベ
ル
に
応お
う

じ
て
早は
や

め
の
避ひ
な
ん難

を
心
こ
こ
ろ
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

災さ
い
が
い
じ

害
時
に
支し
え
ん援
が
必ひ
つ
よ
う要
な
方か
た

が
「
ど
こ
へ
」「
い

つ
」「
ど
う
や
っ
て
」
避ひ
な
ん難
す
る
の
か
を
事じ
ぜ
ん前
に

決き

め
て
お
く
個こ
べ
つ
ひ
な
ん
こ
う
ど
う
け
い
か
く

別
避
難
行
動
計
画
は
、
命
い
の
ち
を
守ま
も

る

た
め
に
欠か

か
せ
な
い
取と

り
組く

み
で
す
。

　

特と
く

に
、
高こ
う
れ
い齢
の
方か
た

や
障
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方か
た

な
ど
、

避ひ
な
ん難
に
時じ
か
ん間
が
か
か
る
方か
た

に
と
っ
て
、
近
き
ん
り
ん
じ
ゅ
う
み
ん

隣
住
民

の
支し
え
ん援
は
大お
お

き
な
力
ち
か
ら
に
な
り
ま
す
。

　

個こ
べ
つ
ひ
な
ん
こ
う
ど
う
け
い
か
く

別
避
難
行
動
計
画
は
、
災さ
い
が
い
じ

害
時
に
迷ま
よ

わ
ず

行こ
う
ど
う動

で
き
る
よ
う
、
避ひ

な
ん
さ
き

難
先
や
避ひ

な
ん
ほ
う
ほ
う

難
方
法
、
声こ

え

か

け
を
行
お
こ
な
う
人ひ
と

な
ど
を
事じ
ぜ
ん前
に
整せ
い
り理
す
る
も
の
で
あ

り
、
地ち
い
き域

の
皆み

な

さ
ん
が
互た

が

い
に
支さ

さ

え
合あ

う
た
め
の

“
共
き
ょ
う
つ
う
通
の
行こ
う
ど
う動
の
約や
く
そ
く束
”
と
も
い
え
ま
す
。

　

災さ
い
が
い害

は
い
つ
起お

こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
誰だ

れ

ひ

と
り
取と

り
残の
こ

さ
な
い
避ひ
な
ん難
を
実じ
つ
げ
ん現
す
る
た
め
、

地ち
い
き域

の
力

ち
か
ら

を
生い

か
す
個こ

べ
つ
ひ
な
ん
こ
う
ど
う
け
い
か
く

別
避
難
行
動
計
画
づ
く
り

に
、
ご
理り
か
い解
と
ご
協
き
ょ
う
り
ょ
く
力
を
お
願ね
が

い
い
た
し
ま
す
。

災さ
い
が
い
じ

害
時
に
迷ま

よ

わ
ず
行こ

う
ど
う動

す
る
た
め
の

個こ
べ
つ
ひ
な
ん
け
い
か
く

別
避
難
計
画
が
重

じ
ゅ
う
よ
う要

防
災
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

■
総
務
課
危
機
対
策
係

☎
２-

３
１
３
１　

なかよし号巡回

日 付 時間 場所

5 / 8 金
12:30 浅茅野台地

13:05 浅茅野小学校

 5 / 11 月
10:00 知来別小学校

12:30 浜鬼志別小学校

5 / 20 水 12:55 鬼志別小学校

6 / 8 月
10:00 知来別小学校

12:30 浜鬼志別小学校

6 / 10 水
12:30 浅茅野台地

13:05 浅茅野小学校

むらのカレンダー（５月１日～６月10日まで）

予　　定 日 付 時 間 場　　所

健康

けんこう運動教室

（ころばん運動教室）

5 / 20
水 13:00 保健福祉総合センター

6 / 3

けんこう運動教室

（はつらつ運動教室）

5 / 20
水 14:00 保健福祉総合センター

6 / 3

ゆっくり栄養教室
5 / 28 木

11:00 保健福祉総合センター
6 / 5 金

いきいき栄養教室 5 / 22 金 10:30 保健福祉総合センター

男の栄養教室 5 / 21 木 11:00 保健福祉総合センター

エアロビ教室

5 / 11

月 10:00 保健福祉総合センター
5 / 25

6 / 1

6 / 8

特定健診・がん検診
5 / 17 日

6:00 保健福祉総合センター
5 / 18 月

５種混合ワクチン予防接種

5 / 13

水 15:00 村国保診療所5 / 27

6 / 10

ＢＣＧワクチン予防接種 5 / 21 木 15:00 村国保診療所

Ｂ型肝炎ワクチン予防接種
5 / 22

金 15:00 村国保診療所
5 / 29

小児肺炎球菌

ワクチン予防接種

5 / 20
水 15:00 村国保診療所

6 / 3

ロタウイルスワクチン

予防接種

5 / 12
火 15:00 村国保診療所

6 / 9

水痘ワクチン予防接種 5 / 15 金 15:00 村国保診療所

日本脳炎ワクチン予防接種

5 / 7

木 15:00 村国保診療所
5 / 14

5 / 28

6 / 4

麻しん・風しん混合

ワクチン予防接種

5 / 8
金 15:00 村国保診療所

6 / 5

子育て

あそびの広場

5 / 12
火

10:00 鬼志別保育所
5 / 19

6 / 3 水
6 / 9 火

子育てサロン
5 / 13

水 15:30 鬼志別保育所
6 / 10

おはなし広場 5 / 21 木 10:00 鬼志別保育所

カフェの日
5 / 8

金 10:00 鬼志別保育所
6 / 5

おでかけ広場 5 / 15 金 10:00 狩別地域集会所

子育て講座

「身体よろこぶランチ会」
5 / 26 火 11:00 鬼志別保育所

あそびの広場

「母親学級合同開催」
5 / 28 木 10:00 鬼志別保育所

戸  籍  の  窓  口
3月15日～4月14日までの届出
個人情報保護のため、本人・ご家族の希望があったものを
掲載しています。（敬称略）

● むらのうごき
　  令和8年4月１日現在（ ）内は前月比

世帯 男性 女性 人口
1,271世帯

（+12世帯）
1,239人

（－3人）
1,302人

（－2人）
2,541人

（－3人）

● お悔やみ申し上げます
氏　名 年齢 住　所

田中　チヨ 94歳 鬼志別南町

● ご寄附・・・ 善意をありがとうございます
村外の方から104件のふるさと寄附がありました。

● ご誕生・・・ 健やかに育ちますように
出生日 出生児 両親の名前 住　所

3/17 長原　史
し お う

旺 大樹・佳乃子 浜鬼志別
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ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
さ
る
ふ
つ
ｂ
ａ
ｓ
ｅ
」

第 72 回

　

鬼
志
別
南
町
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
営
む

「
さ
る
ふ
つ
ｂ
ａ
ｓ
ｅ
」
の
代
表　

小
山
内

千
明
さ
ん
に
は
じ
め
た
き
っ
か
け
や
こ
れ
か

ら
の
思
い
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ー
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

　

自
宅
に
旅
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ

こ
で
生
ま
れ
る
人
と
の
つ
な
が
り
や
出
会
い

を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
を
は
じ
め
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
一
時
は
開
業
を
あ
き
ら
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
と
悩
む
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
昔
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
を
実
現
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
昨

年
７
月
、
念
願
の
「
さ
る
ふ
つ
ｂ
ａ
ｓ
ｅ
」

を
開
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
ざ
開
業
を
し
て
み
る
と
、
想
像
以
上
に

楽
し
い
毎
日
で
、旅
人
か
ら
の
話
を
聞
く
と
、

自
分
も
旅
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
り

ま
す
。

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ

新
し
い
出
会
い
が
生
ま
れ
る
場
所
を

ー
開
業
後
の
利
用
に
つ
い
て

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
オ
ー
プ
ン
後
す
ぐ

に
宿
泊
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
管
内
で
開

催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
や
、
未
来
塾

の
講
師
、
海
外
か
ら
の
旅
人
な
ど
多
く
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
宿
泊
者
か

ら
は
「
自
分
の
家
の
よ
う
に
く
つ
ろ
げ
て
、

ぐ
っ
す
り
眠
れ
た
」
と
い
っ
た
声
を
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
階
は
宴
会
場
と
し
て
利
用
で
き

る
た
め
、
飲
食
を
持
ち
寄
っ
て
職
場
の
仲
間

や
友
人
同
士
で
あ
つ
ま
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。

ー
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

　
「
さ
る
ふ
つ
ｂ
ａ
ｓ
ｅ
」
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
場
所
と
し
て
も

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
３
月
に
開
催

し
た「
コ
ー
ヒ
ー
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
」

で
は
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
大
変

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
み
な
さ
ん
に
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
場
所
と
し
て
幅
広
く
ご
利
用
い
た

だ
け
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。「
村
内
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
き
た
い
」「
作
品
を
物
販
す

る
場
所
が
ほ
し
い
」
と
い
う
方
が
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲さるふつｂａｓｅの裏側には、特徴的な片流れ屋根と煙突

▲２Ｆゲスト専用のリビングスペース ▲ 1 Ｆコミュニティスペースにある薪ストーブ

発行　猿払村


